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取材協力・写真提供＝小樽ビール

る
。
彼
こ
そ
が
日
本
で
唯
一
の
デ
ィ

プ
ロ
ム
・
ブ
ラ
ウ
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
発

酵
、
醸
造
学
、
経
営
学
、
市
場
論
、

建
築
な
ど
ビ
ー
ル
造
り
の
全
て
に
関

わ
る
有
資
格
者
）
だ
。

日
本
で
広
く
飲
ま
れ
て
い
る
ビ
ー

ル
は
、
熟
成
し
た
ビ
ー
ル
か
ら
酵
母

を
除
去
し
て
い
る
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
が
用
い
る
伝
統
的
な

製
法
で
は
酵
母
を
取
り
除
か
ず
、
そ

の
ま
ま
残
し
て
お
く
。
こ
れ
に
よ
り

ビ
ー
ル
の
栄
養
素
が
増
加
し
、
コ
ク

が
生
ま
れ
、
炭
酸
ガ
ス
が
抜
け
に
く

く
な
る
（
一
般
の
ビ
ー
ル
は
炭
酸
を

加
え
て
市
販
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
）。
さ
ら
に
小
樽
の
水
は
軟
水
で

あ
る
こ
と
、
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
の

絶
妙
さ
か
ら
ビ
ー
ル
造
り
に
最
適
な

の
だ
と
い
う
。

コ
ク
が
あ
り
、
リ
ッ
チ
で
ク
リ
ー

ミ
ー
な
泡
立
ち
の
ビ
ー
ル
を
運
河
を

眺
め
な
が
ら
味
わ
う
。
気
分
は
最
高

だ
。
聞
け
ば
、
毎
年
７
月
15
日
に
は

蔵
出
し
の
黒
ビ
ー
ル
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

ツ
」
も
登
場
す
る
と
い
う
か
ら
楽
し

う
れ
し
い
。
お
よ
そ
20
分
の
ガ
イ
ド

付
き
見
学
は
、
麦
芽
の
試
食
に
始
ま

っ
て
仕
込
み
釜
の
見
学
、
ラ
ガ
ー
ル

ー
ム
へ
の
入
室
、
間
近
で
中
を
覗
け

る
発
酵
タ
ン
ク
見
学
、
発
酵
前
の
麦

汁
の
試
飲
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ

ん
。
大
手
の
ビ
ー
ル
工
場
見
学
で
は

体
験
で
き
な
い
濃
密
さ
だ
。

説
明
に
よ
る
と
、
小
樽
ビ
ー
ル
は

１
５
１
６
年
（
永
正
13
）
に
ド
イ
ツ

で
公
布
さ
れ
た
水
・
麦
芽
・
ホ
ッ
プ

以
外
の
添
加
物
の
使
用
を
禁
じ
る

「
ビ
ー
ル
純
粋
令
」に
の
っ
と
っ
て
、

伝
統
的
な
製
法
で
造
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
醸
造
責
任
者
で
あ
る
ヨ
ハ

ネ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
は
、
彼
の
先

祖
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ニ
ッ
ク
が
２
５

０
年
前
に
ド
イ
ツ
の
小
さ
な
村
で
営

ん
で
い
た
ビ
ー
ル
醸
造
所
の
醸
造
精

神
や
技
術
を
現
代
に
受
け
継
い
で
い

Ｊ
Ｒ
小
樽
駅
か
ら
海
に
向
か
い
緩

や
か
な
下
り
坂
を
歩
く
こ
と
約
10

分
。
石
造
り
の
倉
庫
が
並
ぶ
そ
の
一

画
に
小
樽
ビ
ー
ル
直
営
の
ビ
ア
パ
ブ

「
小
樽
倉
庫
No.
１
」
が
あ
る
。

こ
こ
は
ビ
ー
ル
醸
造
所
を
併
設
し

て
お
り
、
店
内
中
央
に
あ
る
仕
込
み

釜
を
眺
め
な
が
ら
、
生
ビ
ー
ル
と
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
楽
し
め

る
。
予
約
な
し
で
ふ
ら
り
と
訪
れ
て

も
、
随
時
行
っ
て
い
る
醸
造
所
見
学

に
無
料
で
参
加
で
き
る
と
い
う
の
が

み
だ
。
ず
っ
と
こ
の
場
所
に
い
た
い

と
切
に
思
う
初
夏
の
１
日
だ
っ
た
。

な
お
小
樽
ビ
ー
ル
は
、
小
樽
の
直

営
店
の
ほ
か
に
札
幌
市
内
に
直
営
店

「
小
樽
ビ
ー
ル Leibspeise

（
ラ
イ

プ
シ
ュ
パ
イ
ゼ
）」が
あ
る
。
ま
た
、

小
樽
観
光
の
穴
場
と
し
て
最
近
人
気

の
銭
函
（
ぜ
に
ば
こ
）
エ
リ
ア
に
は

業
務
用
の
樽
ビ
ー
ル
と
ボ
ト
ル
ビ
ー

ル
を
製
造
す
る
醸
造
所
が
あ
る
。
銭

函
醸
造
所
の
見
学
は
１
時
間
30
分
の

一
般
コ
ー
ス
（
８
０
０
円
）、
２
時

間
30
分
の
食
事
コ
ー
ス
（
２
８
０
０

円
、
３
８
０
０
円
）
の
２
種
が
あ
り
、

小
樽
ビ
ー
ル
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

小
樽
ビ
ー
ル
は
地
域
に
も
し
っ
か

り
と
根
付
い
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
佐
藤
祐
正
さ
ん
に
よ

る
と
、
町
内
会
行
事
な
ど
の
協
力
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
銭
函
で
毎
年

８
月
開
催
の
醸
造
所
祭
り
で
は
、
少

年
野
球
・
ス
キ
ー
少
年
団
な
ど
の
父

兄
の
飲
食
ブ
ー
ス
出
店
へ
の
協
力
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
に
愛

さ
れ
て
こ
そ
の
「
地
ビ
ー
ル
」。
未

体
験
の
方
は
ぜ
ひ
一
度
味
わ
っ
て
ほ

し
い
。

（
村
井
清
美
）

日
本
に
た
だ
一
人
の「
デ
ィ
プ
ロ
ム
・
ブ
ラ
ウ
エ
ン
ジ
ニ
ア
」が
造
る
と
い
う
小
樽
ビ
ー
ル
。

そ
の
醸
造
所
見
学
に
行
っ
て
み
た
ら
、深
い
知
識
と
経
験
、ゆ
る
ぎ
な
い
ビ
ー
ル
哲
学
と

お
い
し
い
小
樽
の
水
と
の
出
会
い
で
生
ま
れ
た
最
高
の
ビ
ー
ル
が
待
っ
て
い
た
！

1 左から「ドンケル」「ピルスナー」「ヴァイス」
のボトルビール330㎖（318円／税込み）。 
2 小樽倉庫No.１では毎年９月にドイツから楽
団が来日し「オクトーバーフェスト」を開催。
3 左から、なめらかなのどこしと軽やかな飲み
心地の「ピルスナー」、クリーミーな泡立ちと
カラメルフレーバーが特徴の「ドンケル」、バ
ナナのようなフルーティな香りの「ヴァイス」。
4 石造りの趣ある倉庫を改造した店舗。中央
の仕込み釜は現役で稼働している。小樽市
港町5-4　☎0134-21-2323（筆者撮影） 

醸造責任者ヨハネス・ブラウンさん。
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け
で
は
な
い
。

「
お
か
げ
さ
ま
で
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
学
習

帳
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
は
高
い
の
で

す
が
、
メ
ー
カ
ー
が
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー

ト
で
あ
り
、
富
山
県
高
岡
市
に
本
社

が
あ
る
こ
と
は
、
実
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
、
語
る
の
は
同

社
の
事
業
戦
略
室
室
長
の
橋
邊
吉
成

（
は
し
べ
・
よ
し
な
り
）
さ
ん
だ
。

そ
こ
で
、
工
場
見
学
を
機
に
企
業

認
知
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
観
光
面
で

も
富
山
県
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

た
。
現
在
は
、
県
内
の
小
中
学
生
の

遠
足
や
社
会
科
見
学
を
は
じ
め
、
北

陸
地
区
の
小
学
生
が
い
る
フ
ァ
ミ
リ

ー
や
シ
ニ
ア
層
、
帰
省
や
旅
行
で
来

県
す
る
一
般
客
な
ど
来
訪
者
は
幅
広

い
。
さ
ら
に
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
の
顧

客
企
業
、
行
政
や
商
工
会
議
所
か
ら

も
視
察
に
来
る
。
そ
の
数
は
今
年
５

月
17
日
時
点
で
３
３
３
５
人
だ
が
、

さ
ら
に
増
加
中
だ
。

見
学
の
目
玉
で
も
あ
る
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
学
習
帳
の
製
造
ラ
イ
ン
で
は
、
ノ

ー
ト
の
中
身
と
な
る
原
紙
の
巻
き
グ

日
本
人
で「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
学
習
帳
」

を
知
ら
な
い
、
と
い
う
人
は
ま
ず
い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
製
造

す
る
の
は
、
富
山
県
高
岡
市
に
本
社

を
置
く
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
株
式
会

社
。
そ
の
製
造
過
程
を
見
る
こ
と
の

で
き
る
工
場
見
学
ツ
ア
ー
が
、
２
０

１
８
年
（
平
成
30
）
６
月
か
ら
始
ま

り
、
人
気
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
企

画
は
、
創
業
70
周
年
を
記
念
し
て
昨

年
５
月
に
新
工
場
が
完
成
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
が
、
狙
い
は
そ
れ
だ

工
場
見
学
と
い
え
ば
、か
つ
て
は
学
校
が
行
う
社
会
科
見
学
の
要
素
が
強
か
っ
た
が
、

近
年
は
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
学
習
帳
」を

製
造
す
る
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
株
式
会
社
で
も
、昨
年
か
ら
工
場
見
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
産
業
観
光
は
、企
業
や
製
品
の
認
知
度
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、

地
域
活
性
化
と
い
う
点
で
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

ッ
ジ
の
ほ
か
、
高
岡
市
出
身
の
漫
画

家
、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
氏
の
代
表

作
『
ド
ラ
え
も
ん
』
関
連
の
製
品
も

並
ぶ
。
な
お
、シ
ョ
ッ
プ
の
利
用
は
、

工
場
見
学
者
で
な
く
て
も
、
同
社
の

産
業
観
光
課
に
申
し
込
め
ば
購
入
可

能
な
時
間
帯
を
教
え
て
く
れ
る
。

「
こ
の
ツ
ア
ー
を
地
元
高
岡
市
の
認

知
度
向
上
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
語

る
橋
邊
さ
ん
。
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
で

は
、
工
場
見
学
を
軸
と
し
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
付
加
価
値
の

高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
限
定
商
品
な
ど

を
企
画
し
、
確
固
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
産
業

観
光
と
い
う
分
野
で
地
域
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。

今
後
の
内
容
の
充
実
と
発
展
に
ま

す
ま
す
期
待
し
た
く
な
る
工
場
見
学

で
あ
る
。

（
鈴
木
正
幸
）

セ
を
伸
ば
す
作
業
、
印
刷
作
業
、
表

紙
と
の
合
体
作
業
、
裁
断
作
業
、
ミ

シ
ン
で
の
二
重
か
が
り
綴
じ
と
い
う

縫
製
作
業
な
ど
を
見
学
で
き
る
。
こ

の
一
連
の
工
程
を
行
う
「
全
自
動
糸

綴
じ
製
本
機
が
一
番
の
見
ど
こ
ろ
」

だ
と
い
う
。

「
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
」
と
呼
ば
れ
る

コ
ー
ナ
ー
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。
壁

や
天
井
に
、
新
旧
合
わ
せ
て
６
１
１

枚
の
学
習
帳
の
表
紙
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、「
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
か
ら
撮
る

と
奥
行
き
感
の
あ
る
い
い
写
真
に
な

り
ま
す
」
と
橋
邊
さ
ん
。
イ
ン
ス
タ

映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
大
人
気

な
の
だ
と
か
。

限
定
商
品
な
ど
を
扱
う
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
も
充
実
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
だ
。
復
刻
版
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
学

習
帳
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ピ
ン
バ

1 歴代の表紙がずらりと並ぶタイムト
ンネル。ショウワノートの製品は、す
べてこの高岡工場で製造されている。
2 花びらのように見える「ハナカマキ
リ」や世界で初めて撮影に成功したも
のと言われた「テングアゲハ」など珍
しいものもある。表紙写真は1978年
の「世界特写シリーズ」以来、昆虫
植物写真家の山口進氏がすべて撮
影している。

ショ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
高
岡
新
工
場
富
山
県
高
岡
市

工
場
見
学
力

ジャ
ポ
ニ
カ
学
習
帳
は

こ
う
し
て
作
ら
れ
てい
た
！

1

2

3 ノートのもとになる「原紙」はロー
ル紙と板紙の2種類がある。ロール
紙は直径1m27cm、重さ700kgあ
り、これ一巻きでノート7,200冊がで
きる。製造時には1時間に1本が消
費されるという。4 工場の隣にある

「高岡おとぎの森公園」には、『ドラえ
もん』の作中に登場する空き地が再
現され、アニメに出てくる登場人物の
像が設置されている。

3

4

取材協力・写真提供＝ショウワノート株式会社

ジャ
ポ
ニ
カ
学
習
帳
は
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